平成21年度第２回理事会議事録　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本OP第５－０９－０２号
日時　　　平成20年12月13日　(土)　10:00～17:00

会場　　　全果連ビル　　フォーシーズ本社会議室

参加者　　淺野会長、占部副会長、国見副会長、周東監事、濱本理事長、奥村理事、
　　　　　丸田理事、丹羽理事、矢野理事、荒川理事、河内理事、榊原理事、牟田口理事
　　　　　長堀理事、田中理事、濵田理事　(会計引継ぎの為、仲野元理事)

議事録　　濵田　　　　確認者　丸田理事(東日本)　河内理事(西日本)　

1.  淺野会長挨拶

　　○　急激な経済変動の最中でありますが、これからもジュニアセーリング界を支援する為、日本OP協会会長として、全力投球を続けるつもりであるとの力強い挨拶がある。

　　　　　

2. 事務分担について、質疑

· 日本OP協会所在地を、榊原理事(事務局長)の住所に移転する。
· 事務局長(榊原理事)と事務局(矢野理事)、国際事務局(丸田理事)の役割分担を行う。

· 協会発信文書には、No,を付けて、文書責人者が確認出来るようにデータ化し、

文書でファイルするように変更した。

· 監事が、周東監事１名の状態なので、もう１名の増員を行う必要がある。

· 組織図の再編を行い、各理事の分担を確認した。(組織図はHPにて公開予定)

3. 計測、登録業務について、質疑

○　計測業務については大阪計測センターが増設され、順調に経過している。
○　JSAFから公式計測員規定施行について通知があったが、すでに規定に沿った運営を行っているので、問題は無いと、荒川理事より説明がある。
○　新規加入クラブについて、丸田理事より説明があり、審議の結果、新規加盟を　
承認した。

☆　新規加盟クラブ　「北九州ジュニアヨットクラブ」　(12月18日登録)
4. 冬正月合宿について、牟田口理事より報告と、質疑
○　現在１１名の参加予定がある。

○　実施日程が、平日になってしまったので、参加者が少なかった。

○　少数精鋭で、内容の濃い合宿にする予定である。

○　2010年も１月４日が月曜日なので、日程が難しい。

○　成人式の日程(３連休)に合わす事も、考慮する必要がある。

○　佐賀県ヨット連盟として、正月と限らず他の時期に合宿やレースを行う

　　　というような形で、OP協会に貢献できればと考えている。
　　　　

5. 最終選考会について、榊原理事より報告と、質疑

○　レース公示に関して、詳細の打合せを行う。

○　JSAFへの申請業務分担を確認した。

○　新ルールの、RRS2009～2012を適用する事になった。
○　海外派遣の人数が、確定していないので、次回理事会にて、確定する。

(北米選手権の出場が未定である)

6. 広報、普及委員会より奥村理事より報告

○　平成２０年少年少女のヨット教室(プールでヨット)の会計報告があり、承認された。

○　海外派遣事業に関しても、SSF財団への申請を継続して行う。
○　JSAF普及委員会からのアンケートについて、当協会のユニークな取り組みとして、
「プールでヨット」の活動を報告する。

  ○  イヤーブック作成に荒川理事も協力する。
7. 日本OP協会の行事予定について、濱本理事長より報告と、質疑

　 ○  海外派遣予定のレースについて、報告があった。(北米選手権は未定)
　 ○  今年のアセアン選手権が、タイの政情不安で来年１月に延期になった。

　 ○　OP協会主催レースに関して、日程の確認と打合せを行った。

　　　(後日HPにてレースカレンダーを公開予定)

○　レース委員会は、全日本選手権及び、最終選考会の、規模と時期についての見直しを、行う作業に取り掛かる。　　　

8. その他

○　荒川理事のインターナショナルメジャラー(IM)資格は2009年までとなっているので、それ以後については更新して、引き続き支持して行く事を決議した。
○　IMとして、今後はアジア地域にも活動してはどうか、との意見もあった。
○　国見副会長からも、IODAに対して、荒川IM継続のアピールを行う旨の発言があった。
○　会計業務引継ぎの為、仲野元理事と長堀新理事にて慎重に引継ぎが行われた。

○　各部会に分かれて、２００９年度の活動打合せを行った。

○　次回理事会は、２００９年２月２1日か２２日を予定する。

○　読売新聞主催の2008年日本スポーツ賞に世界選手権女子優勝の、若林友世選手を

OP協会から推薦する。(１２月１６日受賞決定)
